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理代参日本義プライド:まどこ‡こ轟る器が、また、翻分の能
寿をすぞれたものとして誇る:こ :まどうしたらしヽい織か、
大御食神社御祭神でもあ雫ます轟本武尊を懸輔‡こ轟話しヽと
だきます。

鰊靱 3蝙鯰 畠平仄 《諄家》

プ澤ア,ず 一鍛 :
l議 4 8 fli 轟電島1[:度奪l
夕な爾入学鍵学雛類1菫選機、動爾蹴占、雑感通書を緩て独七節
瞳絨l輔 :ま畢○数眸:鋪 :こ :穐ぶ=
38轟鍵鶴や、騒覆曜で難オl¬  ‐餞き半身ギ軸となるが、必罐
藝り′ヽビリでま書j越。鋼病議1奪 :こ越攀した「安lrlli::驚 otit弊」が
ペスト七ラーとな等、糧縫ベストセラーを数多く′itみ :::し 、
崚援や機筆に多忙を極めるさ
近鶴:
「瞳れざ基篠 ダスキン繭醗書鋒本i藷 ‐磯ギ麹Iの結劉砲
「 隅ヽを1頸暴す越iき方』
「・』{tif鉾鸞き 額]3輔人饉器lit弊」
「静機器駆キ::躍がい轟ちや)腰を養う」
「A鶴け壌[∫事威馨(:L尋「 }J

・ 幸彙競 :ti・ 111)研究所

壼。選獄 11難知:::騒 他多数

主鮮 :NF攀濾入書の曲靱ヶ譲
共鮮 :巫ヶ綴薔‡お 醗ヶ畿畿魔観光機会


